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一般会計�

※国民健康保険特別会計�

後期高齢者医療特別会計�

※介護保険特別会計�

公共下水道事業特別会計�

農業集落排水事業特別会計�

学校給食事業特別会計�

上水道事業会計(収益的収入)�

上水道事業会計(収益的支出)�

上水道事業会計(資本的収入)�

上水道事業会計(資本的支出)

８億２,４１７万３千円�

▲　６,１７３万４千円�

▲　　　７３万２千円�

▲　　　９８万７千円�

▲　４,６１４万６千円�

▲　　６４０万８千円�

▲　　４６９万０千円�

１７１万５千円�

▲　　２０４万２千円�

▲　　２８４万９千円�

▲　１,３９８万９千円�

５７億５,７５２万４千円�

１４億６,６９４万４千円�

８,６８１万４千円�

７億５,８７１万６千円�

３億０,４４８万１千円�

３億５,５１９万２千円�

１億４,５０９万０千円�

２億７,４０３万６千円�

２億６,２５５万３千円�

１,８６２万３千円�

１億０,２１３万０千円�

●　一般会計の主なものは、年度末に伴い事業の確定・確定見込みによるもの。�
　金額が大きいのは、庁舎建設基金廃止により残金を組み入れ、年度末に義務教育施設整備基金に積み立てるため。�
●　国民健康保険特別会計の主なものは、国庫支出金等の確定見込み、共同事業拠出金等による確定など。�
●　後期高齢者医療特別会計の主なものは、広域連合事務費負担金の確定見込み等によるもの。�
●　介護保険特別会計の主なものは、保険料の確定見込み、保険給付費等の事業確定見込みによるもの。�
●　公共下水道事業特別会計の主なものは、事業の確定・確定見込みによるもの。�
●　農業集落排水事業特別会の主なものは、事業の確定・確定見込みによるもの。�
●　学校給食事業特別会計の主なものは、真空冷却機等設置工事等の事業の確定・確定見込みによるもの。�
●　上水道事業会計の主なものは、事業の確定・確定見込みによるもの。�

会 計 名 � 補 正 額 � 補正後の予算額�

※印は、賛成多数で可決 �

質
疑
質
疑�

質
疑�

一
般
会
計

質
問

間
伐
促
進
事
業
補
助
金

が
、
減
額
に
な
っ
た
理
由
は
。

産
業
振
興
課
長

国
の
補
助
金

額
の
関
係
で
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

質
問

社
会
福
祉
事
業
費
補
助

金
が
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、

指
定
管
理
の
管
理
料
と
は
別
の

費
目
で
す
か
。

子
育
て
・
長
寿
支
援
課
長

団

体
の
補
助
金
で
あ
り
、
ふ
れ
あ

い
館
等
の
委
託
金
は
、
一
切
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険

特

別

会

計

質
問

特
定
健
康
診
査
の
予
定

者
９
０
０
人
の
う
ち
６
７
０
人

が
検
診
を
受
け
た
よ
う
だ
が
、

検
診
を
受
け
な
か
っ
た
人
の
原

因
は
。

健
康
・
保
険
課
長

特
に
原
因

は
分
か
ら
な
い
。
結
果
的
に
６

７
０
人
が
見
込
み
と
言
う
こ
と

で
す
。

学
校
給
食
事
業

特

別

会

計

質
問

吉
岡
町
の
学
校
給
食
で

中
毒
が
発
生
し
給
食
が
な
く
、

弁
当
を
持
参
し
て
い
る
。

榛
東
村
は
ど
う
か
。

教
育
長

給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

子
ど
も
た
ち
に
出
し
た
給
食
は

冷
凍
保
存
で
２
週
間
と
っ
て
お

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

榛
東
村
に
お
い
て
は
心
配
は
な

い
。

平成22年度 補正予算（全員賛成で可決）

▲大きくなった木々たち
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庁
舎
完
成
に
よ
り
基
金

条
例
を
廃
止

全
員
賛
成

介
護
慰
労
金
支
給
対
象

者
に
要
介
護
３
を
追
加

し
、
支
給
金
額
は
５
万

円
（
年
額
）

全
員
賛
成

小
口
資
金
融
資
に
係
る

借
り
換
え
措
置
期
間
を

平
成
24
年
３
月
31
日

ま
で
延
長

全
員
賛
成

広
馬
場
地
区
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
完
成
に

伴
い
位
置
を
確
定全

員
賛
成

採 択ＴＰＰ交渉参加反対に関する意見書について
委 員 会 産業建設常任委員会 
委 員 長 松岡好雄　
提出理由 ＴＰＰは、関税撤廃の例外措置を認めない完全な貿易自由化を目指すものであり、国内農業の維持存続�
　　　　　の方策がないままＴＰＰ交渉に参加することは日本の農業・農村を崩壊させる恐れがあるため�
提 出 先 内閣総理大臣・外務大臣・農林水産大臣・経済産業大臣・内閣官房長官  

ＴＰＰ交渉参加反対に関する請願

請願件名 請願者氏名 審査結果

採 択

継続審査

北群渋川農業協同組合
代表理事組合長 亀井 勝男 氏

請 願請 願

榛東村第19区、宿公園改良工事について

陳情件名 陳 情 者 審査結果
第19区 区 長 青山 敏雄 氏

区長代理 青山 勤 氏
農業委員 清水 博敏 氏
長寿会長 黒沢 富雄 氏
南部保育園長 狩野 栄子 氏

陳 情情陳 情

採 択農村女性の農業委員登用に関する要望書 渋川広域農村女性ネットワーク
会 長 中野八重子 氏

条
例
の
改
正

幼
稚
園
で
も
預
か
り
保

育
を
実
施

賛
成
多
数

質
問

保
育
園
の
保
育
料
は
第

３
子
無
料
化
を
実
施
し
ま
す

が
、
幼
稚
園
で
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
条
例

の
規
定
で
は
、
第
３
子
に
関
す

る
無
料
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問

預
か
り
保
育
を
す
る
と

幼
稚
園
の
申
し
込
み
が
多
く
な

る
の
で
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

保
育

園
と
幼
稚
園
に
預
け
る
方
は
、

基
本
的
に
違
う
と
思
う
の
で
、

そ
ん
な
に
影
響
は
な
い
と
思

う
。

質
問

預
か
り
保
育
に
当
た
る

教
諭
は
。
ま
た
預
か
り
保
育
に

か
か
る
園
長
の
責
任
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
３
歳

児
４
歳
児
の
担
任
補
助
し
て
い

る
教
諭
で
す
。
園
長
の
管
理
下

の
中
に
入
る
こ
と
で
す
。

質
問

な
ぜ
、
預
か
り
保
育
を

５
時
ま
で
で
き
な
い
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

幼
児

の
心
身
の
負
担
に
配
慮
し
、
子

ど
も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
も
た
ま

っ
て
く
る
の
で
、
４
時
ま
で
と

し
た
。

質
問

な
ぜ
、
休
業
日
預
か
り

保
育
の
終
了
時
間
を
12
時
ま

で
に
で
き
な
い
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

休
業

日
預
か
り
と
は
、
夏
休
み
中
に

預
か
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る

た
め
、
給
食
が
出
せ
な
い
。

質
問

休
業
日
と
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
夏
休

み
で
す
。

預かり保育時間及び保育料 �
区　分� 保育時間� 保育料�

午前８時００分～�
　　午前８時３０分�
午後２時００分～�
　　午後３時３０分�
午後２時００分～�
　　午後４時００分�
午前８時３０分～�
　　午前１１時３０分�
�
園長が認める時間�

１人月額　１,０００円�
�
１人月額　３,０００円�
�
１人月額　４,０００円�
�
１人日額　３００円�
�
１人１時間あたり　１００円�

早朝預かり保育�

長時間預かり保育�
�

休業日預かり保育�

一時預かり保育�

選
挙

３
月
10
日
に
開
催
し

た
定
例
会
に
お
い
て
選

挙
管
理
委
員
及
び
補
充

員
の
選
挙
を
し
た
結

果
、
当
選
し
た
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
。

選
挙
管
理
委
員

萩
原
　
　
孝
　
氏

平
井
　
尚
平
　
氏

岩
田
　
憲
司
　
氏

金
井
　
公
正
　
氏

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

狩
野
　
嘉
治
　
氏

金
井
　
福
治
　
氏

桑
原
　
　
武
　
氏

小
野
関
　
守
　
氏

※
写
真
に
つ
い
て
は
次

号
に
掲
載
し
ま
す
。



全員協議会（２月（２月2828日）日）�全員協議会（２月28日）�

８2011.４

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
は
、
平
成
22
年
12

月
定
例
会
最
終
日
に
お
い
て
委
員
会
発

議
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
。
委
員
長
に
は

善
養
寺
忠
議
員
、
副
委
員
長
に
は
、
題

田
キ
ミ
子
議
員
が
選
任
さ
れ
た
。

予
算
特
別
委
員
会
を
平
成
23
年
１
月

11
日
に
開
催
し
た
。
審
査
は
、
基
地
・

財
政
課
長
が
全
体
の
概
要
説
明
を
行
っ

た
後
、
担
当
課
長
よ
り
関
係
資
料
を
用

い
て
詳
細
な
説
明
が
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
歳
入
財
源
確
保
及
び
実
施
予
定
事

業
の
妥
当
性
、
平
成
22
年
度
決
算
認
定

に
伴
う
改
善
点
、
第
５
次
総
合
計
画
と

の
整
合
性
な
ど
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ

た
結
果
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算

は
適
正
と
判
断
し
ま
し
た
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、
自
治

功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

高
橋
　
　
正
　
議
長

群
馬
県
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、
自

治
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

岩
田
　
好
雄
　
副
議
長

（１）
榛
東
村
防
災
計
画
に
つ
い
て

「
榛
東
村
地
域
防
災
計
画
」
が
作
成
さ
れ

ま
し
た
。

（
主
要
な
変
更
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
自
主
防

災
組
織
の
活
動
内
容
や
災
害
時
の
要
援
護

者
対
策
、
避
難
所
に
お
け
る
生
活
環
境
に

つ
い
て
等
14
項
目
が
具
体
化
さ
れ
ま
し

た
。）

（２）
㈱
群
馬
バ
ス
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
崎
〜

榛
東
村
役
場
線
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

（「
県
道
　
前
橋
・
伊
香
保
線
」
を
経
由
す

る
路
線
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
。）

（３）
榛
東
中
学
校
校
舎
改
築

工
事全

体
工
程
に
つ
い
て

〜
こ
れ
ま
で
の
経
過
〜

平
成
22
年
９
月
１
日

入
札

平
成
22
年
９
月
７
日

村
議
会
で
可
決
し
本
契

約
と
な
る
。

平
成
22
年
10
月
10
日

安
全
祈
願
祭

平
成
22
年
10
月
25
日
よ
り

仮
囲
い
及
び
仮
設
事
務
所

の
工
事
始
ま
る
。

平
成
22
年
11
月

現
況
調
査
、
排
水
管
の

切
り
廻
し
工
事

平
成
22
年
12
月

渡
り
廊
下
の
撤
去
、
山

止
め
工
事
、
地
盤
改
良
工
事
を
行
う
。

平
成
23
年
１
月
　
地
盤
掘
削
、
基
礎
工
事

に
着
手
。

平
成
23
年
２
月
　
地
中
梁
の
施
工
に
着

手
。

〜
今
後
の
予
定
〜

校
舎
完
成
は
、
平
成
24
年
２
月
28
日
。

そ
の
後
旧
校
舎
解
体
工
事
を
し
、
外
構

工
事
を
平
成
25
年
３
月
ま
で
に
完
了
し
、

榛
東
中
学
校
改
築
工
事
は
終
了
と
な
る
。▲中学校の基礎工事
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きめ細かな交付金�
　3,160万2,000円�

住民に光をそそぐ交付金�
　　797万6,000円�

社会福祉施設整備基金繰入金�
　　35万7,000円�

ワクチン接種緊急促進臨時特例交付金�
　 642万6,000円�

特定防衛施設周辺整備調製交付金�
　▲94万4,000円�

歳　入� 歳　出�
・ふるさと公園のトイレ修繕、一部を洋式化(５月連休前に)�
・南幼稚園の屋根を防水、外壁塗装工事(夏休み前後) �
・耳飾り館の農集排への接続工事(なるべく早く)�
・地区体育館の冷房工事(７月には使えるように)�
・新井地区（多屋11号他）の村道改良舗装(用地交渉結果次第)

・南部第２学童保育所の駐車場整備(用地交渉結果次第)

・ふれあい館の※バコティンヒーター故障による交換�
　※浴槽の温度を一定に保つ器具�

・子宮頸がん（２５５人）・ヒブワクチン（４２２人）・小児肺炎球菌�
　ワクチン（４６８人）接種に対する緊急促進のため�

・補助金の減額�

後期高齢医者医療費�
　 216万3,000円�

歳　入� 歳　出�

・後期高齢者医療広域連合への納付金�

後期高齢者医療特別会計（全員賛成で可決）�

一般会計（全員賛成で可決）�

平成23年第１回臨時議会（平成23年１月31日開催）

平成22年度補正予算　

▲ 予 防 接 種


